
 

本県の行政運営の透明化を図り、コスト意識を持った計画的な行政運営を進めるため、全庁をあげて「見える化」に取り組んでいます。 

県民利用施設については、設置目的、財産価格、利用状況、利用者一人当たりコスト等、それぞれの施設の運営状況を「県民利用施設の見える化」として 

公表し、施設の見直しや更なるコスト意識を持った運営に取り組んでいきます。 

 今、ご利用されている施設は 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細はホームページでご覧いただけます。  

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/hy8/cnt/f536142/index.html   

神奈川県は 

「見える化」に取り組んでいます！ 
 

神奈川県 見える化 
 

土地

1,540,013千円

建物

（ＰＦＩ）  常勤 8名 10名 11名

 再任用 5名 5名 2名

 臨時的任用 2名 1名 1名

 非常勤 14名 14名 17名

土地

987,400千円

建物

　1,056,875千円  常勤

 再任用

 臨時的任用

 非常勤

 利用者一人当たりコスト③／①

 利用者一人当たり県負担額（③－②）／①

 【利用状況】①

(葉山館に含む)

改修工事のため、平成
29年９月４日から令和
元年10月11日まで休館

新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、
令和２年３月４日から
６月８日まで臨時休
館、改修工事のため、
７月６日から令和３年
３月31日まで休館

(葉山館に含む)

 【収入】②

 事業費

 維持管理経費

 人件費

 【支出】③

 収支差引②－③

 利用者一人当たり県負担額（③－②）／① 7.3 11.6 7.4

近代美術館(鎌倉別館)

近代美術に関する資
料の収集、保管及び
展示並びにこれに関
する調査研究、情報
提供等を行い、県民
の近代美術に対する
知識及び教養の向上
を図るため

■敷地面積
  4,937.00㎡
■延床面積
  1,902.93㎡
■建築年
  昭和58年

 収支差引②－③ △ 1,029,001 △ 1,150,298 △ 736,535

 利用者一人当たりコスト③／① 7.7 12.0 8.0

163,091 166,661 174,433

 【支出】③ 1,090,918 1,190,715 793,289

葉山館では現代日本人作
家や外国人デザイナーの
展覧会が好評を博し、鎌
倉別館ではカフェスペー
ス新設等の改修工事を終
え、令和元年10月に再開
館しました。
「美術」を通してすべて
の人が「ともに生きる」
「豊かで快適な社会」を
目指すインクルーシブ事
業「むすんでひらいてプ
ロジェクト」に、福祉施
設や医療機関と連携して
取り組みました。

 【収入】② 61,917 40,417 56,754

 事業費 875,703 975,177 555,116

 維持管理経費

 【利用状況】① 141,150人 99,451人 99,451人

近代美術館全
体の来館者の
延べ人数

事業費には、PFI事業の特
定事業費を含む

空調設備等改修工事のた
め、令和２年１月から６
月まで展示休止、新型コ
ロナウイルス感染症拡大
防止のため、令和２年３
月４日から６月８日ま
で、令和３年１月12日か
ら３月31日まで臨時休館

平成30年度及び令和元年
度、鎌倉別館改修工事に
よる支出額増

52,124 48,877 63,740

 人件費近代美術館(葉山館)

近代美術に関する資
料の収集、保管及び
展示並びにこれに関
する調査研究、情報
提供等を行い、県民
の近代美術に対する
知識及び教養の向上
を図るため

■敷地面積
  15,034.86㎡
■延床面積
  7,112㎡
■建築年
  平成15年

人数 人件費計

利用状況の
数値の内容

備　考 運営改善
H30(決算ベース) R01(決算ベース) R02(予算ベース)

人数 人件費計 人数 人件費計

施設名 設置目的 施設概要 財産価格

収支の状況    　(単位：千円)


